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変革必須の整備業界

本章では、ディーラーの再編による
民間整備工場の商機、高齢化も伴った
深刻な整備士不足や廃業、
自動車の高度化と事故整備の関係、アナログな業務といった
整備業界の危機的な現状に触れています。
整備工場変革の必要性をご理解いただければと思います。

1第 章

ディーラーの再編と民間整備工場の商機

　2023 年度の日整連の調査結果によると、自動車整備業界の市場規模
は約 5.9 兆円で近年は微増を続けています。長期的に見ると 1995 年
度の約 6.6 兆円をピークに減少していましたが、近年は回復傾向にあ
ります。
　新車販売では、1990 年の約 780 万台をピークに、2022 年度には
約 440 万台まで減少しています。ピーク時からの減少率は約 22％に達
します。新車の販売は低迷する一方、車両保有台数が微増しているため、
従来よりも低年式車の割合が増えていることが分かります。
　新車販売の低迷を受け、ディーラーは、従来の新車販売に依存したビ
ジネスモデルから脱却し、中古車販売、自動車保険、カーシェアリング
など、多様なサービスを提供することで、収益の多角化を図るなど、新
たなビジネスモデルの構築に力を入れています。
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第１章 ｜ 変革必須の整備業界

　さらに、ディーラーでは店舗の統廃合が加速しています。2020 年以
降、40 社以上のディーラーが約 200 店舗の営業を停止しており、さら
に、2023 年度にはたった 1 年で 96 店舗が営業を停止しました。
　ディーラーの店舗統廃合の背景には、トヨタ自動車が 2020 年 5 月
に導入した全車種併売制度の影響があります。この制度により、従来の
販売店ごとの車種区分が撤廃され、どの店舗でもすべてのトヨタ車を販
売できるようになったことから、トヨタディーラー内での競争が激化し
ました。また、他のメーカー系ディーラーにおいても、ディーラー間の
大規模な統合や、経営資源の効率化のための店舗集約を行っています。
そしてこの傾向は今後もしばらく続くと思われます。
　一方で、ディーラーの整備部門の業務量は増加傾向にあります。ディー
ラーの業務量が増加している原因には次のようなものがあります。

　　•ディーラーへの顧客集中
　　•整備士不足
　　•メーカー指導のリコール作業が頻発
　　•労務管理の厳正化
　　•多様なニーズへの対応

　これらの原因が複雑に絡み合い、ディーラーの業務が増加し、顧客か
らの依頼に十分に応えられない状況が生まれています。
　2024 年、トヨタ自動車は「現在契約している正規ディーラー以外の
整備工場にも、リコールなどの保証整備作業等を依頼する」と発表し、
実際に徐々に事業展開しているようです。これは、ディーラーでは、す
でに捌ききれない入庫量があることを物語っています。すなわち、ディー
ラーはもうこれ以上仕事ができない、と言っても過言ではありません。
　ディーラーの業務量が過多になっていれば、民間整備工場の受注増加
につながっているかというと、現状では両者の間に明確な顧客の移動は
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見られません。総整備売上高の業態別のデータにおいて、両者の売上高
はほぼ並行して推移しており、明確な差は見られません。
　しかし、ディーラーの業務が逼迫している現状は、民間整備工場にとっ
て、新たな顧客を獲得する絶好の機会です。民間整備工場は、技術力の
強化やブランド力の向上、顧客満足度の向上などを行う必要があり、そ
のためには、デジタル技術を活用した業務効率化や顧客サービス品質の
向上など、DX を積極的に推進していく必要があります。
　近年、「整備難民」という言葉が注目を集めています。店舗が減少し
た結果、自動車の整備をどこに依頼すればよいか分からず、適切なメン
テナンスを受けられない状況にある人々が増えていることを指します。

　　•近くに整備工場がない
　　•ディーラーから「他の予約でいっぱい」という理由で
　　　入庫を断られた
　　•民間整備工場から「技術的に対応できない」という理由で
　　　入庫を断られた

　整備難民問題は、単なる個人の問題にとどまらず、交通の安全や自
動車ユーザーの利便性を大きく損なう社会問題としてとらえられていま
す。自動車整備工場は、街のインフラとしての役割を担っており、その
機能が低下することは、社会全体の機能低下につながります。この問題
の深刻さを認識し、国土交通省では、整備体制の強化に向けた対策を検
討しています。
　自動車整備業界を取り巻く環境は大きく変化しています。新車販売の
低迷やディーラーの再編など、整備工場経営を取り巻く状況は複雑さを
増しています。従来のビジネスモデルだけでは生き残ることが難しく、
民間整備工場は、新たな顧客獲得やサービスの多様化が求められていま
す。一方で、ディーラーもまた、業務量の増加や人材不足に悩まされて
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第１章 ｜ 変革必須の整備業界

おり、民間整備工場への顧客流入が期待される状況です。しかし、現状
では、ディーラーのブランド力やメーカー保証といった強みが、顧客の
囲い込みに繋がっているケースが多く、民間整備工場の成長は容易では
ありません。この状況を打破するためには、デジタル技術を活用した業
務効率化や、顧客満足度の向上など、積極的に変化に対応していくこと
が重要です。

深刻な整備士不足

　整備士の人材不足は、整備業界全体を揺るがす喫緊の課題であり、早
急な対策が求められています。2010 年頃から顕在化し始めた整備士不
足は、急速に深刻化し、すでに現場に多大な影響を与えています。
　先日、お世話になっていたディーラーに行き、整備士さんに話を聞い
たところ、この 10 年で自店舗の整備士の数が 10 人から半分の 5 人に
なったという話を聞き、筆者も改めて人手不足の深刻さを感じました。
いくつかのデータで確認してみると、自動車整備専門学校の入学者は、
過去 18 年で半減し、自動車整備士資格の受験者も近年のピークである
2004 年から半減しています。
　また、国家資格を持つ自動車整備士は、10 年前と比べて約 12,000
人減少しているとともに（次ページ、図 1）、整備士の平均年齢は、年々
上昇し、2023 年度には 47 歳を超えています。特に専・兼業整備工場
では 51.7 歳にまで達していますが、一般労働者の平均年齢が 43.9 歳
であることから、自動車整備士は他の職業よりも高齢化が顕著に進んで
いることが分かります。
　さらに、整備士の有効求人倍率は 5.28 で、他の職業平均の約 4 倍に
まで達し、一人の整備士を新規雇用することが、いかに難しいかが分か
ります。整備士不足の深刻さは、データを見れば一目瞭然です。
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　　•自動車整備専門学校入学者が半減
　　•整備士資格試験の受験者数が半減
　　•整備資格を持つ整備士数が 12,000 人減少
　　•整備士の高齢化（他業種より 3 歳、専・兼業工場では 8 歳
　　　高齢化）
　　•有効求人倍率が他業種の４倍

　高齢化を伴った整備士不足は、自動車業界の変革期である現在の整備
工場経営を、大きく圧迫しています。
　ではなぜ、このような状況になっているのでしょうか。整備士人材不
足の原因には次のものがあると考えられています。
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表１　OSS導入前後の継続検査業務の比較

⑥ 手続きにかかる時間 数日～
（運輸支局窓口に訪問する必要がある）

短縮できる
（運輸支局窓口に訪問する必要がない）

⑤ 情報管理 紙の書類による保管 システム内で管理

④ 重量税、手数料等の支払い 印紙を購入し、各種書類に
貼付け、運輸支局窓口に提出 オンライン決済

③ 書類提出 運輸支局へ直接提出 オンラインシステム経由で提出

② その他書類作成 手書き作成 オンラインシステムへの入力

① 保安基準適合証の作成
 （電子保適証） 手書き作成 オンラインシステムへの入力
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新たな制度への適応と成長

本章では、2～3章の車や車の使われ方の変化に対する
整備制度の変化、たとえば継続検査OSS、特定整備、
車検証の電子化、OBD検査の現状、
それらを有効活用するための課題や
対応方針について述べています。

4第 章

継続検査 OSS は整備業界デジタル化の第一歩

　本書の第１章から第３章までに紹介した課題や背景から、整備業界で
は近年、次々と制度改革が行われています。ここでは、近年行われた制
度改革について説明します。
　2017 年 4 月から開始された継続検査の OSS 制度は、指定工場にお
ける登録業務に大きな変化をもたらしました。そして、この新制度を皮
切りに、次々とデジタル化に対応した制度変更が行われることとなった
ため、整備業界のデジタル化の第一歩となった制度変更です。
　OSS とは、自動車保有関係手続きのワンストップサービスのことで、
自動車の新規登録、継続検査、名義変更など、これまで複数の行政機関
を回って行っていた自動車に関する各種手続きを、インターネット上に
て一括で行えるようにした行政サービスです（図 1）。
　2005 年 12 月から新規登録などの一部の登録業務について対応して
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第４章 ｜ 新たな制度への適応と成長

いましたが、2017 年 4 月からは整備工場の業務の中で、最も重要で
業務量が多い「継続検査」についても OSS が開始されたことで、OSS
制度は一気に利便性が向上しました。
　継続検査 OSS のメリットを改めて確認します。

①時間と手間の削減
　必要な書類をオンラインで作成・提出でき、運輸支局への訪問が不要
になるため、手続きにかかる時間と手間を大幅に削減できます。

② 24 時間 365 日対応
　時間に縛られず、いつでも手続きを開始できます。

表１　電気自動車（EV）の種類
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ガソリンスタンド
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③ 指定の場所に移動

② 配車の要請① 配車の申し込み

図３　ライドシェアの仕組み
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図１　自動車保有関係手続のワンストップサービス
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表１　OSS導入前後の継続検査業務の比較

⑥ 手続きにかかる時間 数日～
（運輸支局窓口に訪問する必要がある）

短縮できる
（運輸支局窓口に訪問する必要がない）

⑤ 情報管理 紙の書類による保管 システム内で管理

④ 重量税、手数料等の支払い 印紙を購入し、各種書類に
貼付け、運輸支局窓口に提出 オンライン決済

③ 書類提出 運輸支局へ直接提出 オンラインシステム経由で提出

② その他書類作成 手書き作成 オンラインシステムへの入力

① 保安基準適合証の作成
 （電子保適証） 手書き作成 オンラインシステムへの入力

項　目 従来の業務 OSS導入後の業務
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図１　整備士数はここ10年間で約1.2万人減少
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図４　自動車整備事業者の倒産、休廃業・解散件数 推移
（2010年～2024年7月）
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図１　コネクティッド・カーと整備工場の関連
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図１　マイカーリースの費用内訳
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図５　整備工場におけるネット予約システムの例
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図８　整備工場でのレジアプリの利用例

ネットワーク上にデータを蓄積

データ連携で登録した口座や
クレジットカードの明細が自動入力

インターネットを使って
どのPCからでもアクセス可能 人工知能（AI）が

勘定科目を提案して入力を支援

図９　クラウド型会計ソフトのメリット
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図６　整備工場の防災拠点としての優位性

本レポートに記載される車両は株式会社○○○が委託する特定非営利活動法
人日本自動車鑑定協会の資格保有者が厳選かつ公平な検査を行い特定非営利
活動法人日本自動車鑑定協会の定める基準にて品質評価を行ったものであるこ
とを証明する。

車両状態の確認は、停止状態で実施できる範囲で判定を行っていま
す。判定結果は走行チェックを伴うものではありません。本レポート
は鑑定時点での車両状態を示すものであり、以降将来にわたり品質
を保証するものではありません。車両状態は時間の経過に伴い変化
する場合もございます。鑑定日をご確認の上、現在の車両状態につ
いては販売店にお問い合わせください。

〇〇〇鑑定　品質検査委託先
特定非営利活動法人
日本自動車鑑定協会

鑑　定　証

所在地　　　大阪府大阪市〇〇〇

販売店　　　株式会社〇〇〇

鑑定日　　　平成 29 年 2 月 21 日
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図３　セルフレジを活用したカンバン方式の仕組み
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図４　MAサービスでの顧客に応じたメールの自動送信イメージ




